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商
学
部
・
成
岡
浩
一
ゼ
ミ
と

経
営
学
部
・
宮
川
宏
ゼ
ミ
が
、

合
同
発
表
会
を
12
月
19
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

成
岡
ゼ
ミ
は
３
グ
ル
ー
プ
、
宮

川
ゼ
ミ
は
１
グ
ル
ー
プ
が
研
究

成
果
を
発
表
し
た
。

　
成
岡
ゼ
ミ
の
２
年
次
生
３
人

（
山
岸
亮
さ
ん
、
川
原
か
な
さ

ん
、
小
沼
由
佳
さ
ん
）
は
働
き

が
い
と
企
業
の
業
績
向
上
の
関

係
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
っ

た
。
働
き
が
い
向
上
に
取
り
組

む
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
し
、
ど
の
よ
う
な
制
度
が
効

果
的
か
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

　
宮
川
ゼ
ミ
の
３
年
次
生
４
人

（
岡
林
涼
菜
さ
ん
、
岩
井
里
奈

さ
ん
、
小
田
倉
雪
香
さ
ん
、
岡

野
友
明
さ
ん
）
の
発
表
テ
ー
マ

は
「
上
場
企
業
に
お
け
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る

情
報
開
示
の
提
案
」。
上
場
企

業
が
取
り
組
む
従
業
員
の
健
康

保
持
活
動
の
デ
ー
タ
を
収
集
し

て
分
析
を
行
い
、
そ
の
取
り
組

み
を
企
業
が
積
極
的
に
開
示
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
発
表
し

た
。
岩
井
さ
ん
は
「
最
初
は
就

活
の
役
に
立
て
ば
い
い
と
思
っ

て
取
り
組
ん
だ
が
、
学
ぶ
ほ
ど

に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
今
後
も

継
続
し
て
研
究
す
る
つ
も
り

だ
」
と
話
し
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
た
宮
川
准
教

授
は
「
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ゼ
ミ
を
行
い
、
テ
ー
マ
や
先
行

研
究
を
中
心
に
検
討
を
進
め

た
。
後
期
は
対
面
で
の
ゼ
ミ
が

行
わ
れ
、
事
例
な
ど
を
熟
思
す

る
こ
と
で
議
論
が
深
ま
っ
て
い

っ
た
。
学
生
同
士
が
刺
激
し
あ

っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
」
と
１
年
間
の
活
動
を
振
り

返
っ
た
。

８プロジェクトが活動報告

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
発
表
会

ゼミ論でオンライン授業について調査した植村ゼミの

山﨑さん、長谷川さん、小田さん（左から）

　
文
学
部
・
植
村
八
潮
ゼ
ミ
の

３
年
次
生
３
人
が
、
ゼ
ミ
活
動

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ま

と
め
た
。

　
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
研
究
す
る

植
村
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年
３
年
次

生
が
ゼ
ミ
論
に
取
り
組
む
。
今

年
度
の
共
通
テ
ー
マ
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
」。
山
﨑
航
さ
ん
、
小
田
佳
織

さ
ん
、
長
谷
川
さ
く
ら
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
お
け
る
学
生
・
教
員
双
方

の
意
識
と
課
題
」
に
取
り
組
ん

だ
。
長
谷
川
さ
ん
は
「
み
ん
な

が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
知
り
た

い
と
思
っ
た
」
と
語
る
。

　
調
査
方
法
と
し
て
学
生
と
教

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
全
学
部
生
対
象
の
大

学
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
同
時
期
に

行
わ
れ
た
が
、
学
生
か
ら
の
質

問
で
は
よ
り
率
直
な
意
見
が
で

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
７
月
下
旬
、
学
生
と
教
員
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
。
20
日
間
で
学
生
６

８
３
人
、
教
員
50
人
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。

　
学
生
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
「
好
き
」「
ま
あ
ま
あ
好
き
」

が
６
割
と
い
う
結
果
に
。
ま

た
、
顔
出
し
声
出
し
の
授
業
ス

タ
イ
ル
は
教
員
に
は
好
評
だ
っ

た
が
、
学
生
は
あ
ま
り
望
ん
で

い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
通
常
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
比
較
し
た
結
果
、
出
席

率
が
良
く
な
っ
た
の
は
33
％
。

小
田
さ
ん
は
「
回
答
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
学
生
像
が
見
え
て
き

た
」
と
話
す
。
　
　

　
集
計
中
「
こ
の
質
問
を
し
て

い
れ
ば
」
と
思
う
場
面
が
多
々

あ
っ
た
。
教
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
指
摘
も
あ
り
、
調
査
研
究
の

難
し
さ
を
実
感
す
る
と
同
時
に

「
多
く
の
学
生
や
先
生
が
意
見

を
寄
せ
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
」
と
感
謝
す
る
。

　
植
村
教
授
と
と
も
に
結
果
を

論
文
に
ま
と
め
、
情
報
科
学
研

究
所
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

報
告
し
、
所
報
に
掲
載
し
た
。

山
﨑
さ
ん
は
「
課
題
を
設
定

し
、
疑
問
を
解
決
し
て
い
く
や

り
方
を
学
び
、
調
査
の
面
白
さ

を
感
じ
た
。
今
後
の
ゼ
ミ
活
動

や
研
究
に
生
か
し
た
い
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
成
果
発
表
会
が
12
月
19

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
行
政
や

企
業
な
ど
か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題

に
、
学
部
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
た

チ
ー
ム
で
挑
む
本
学
独
自
の
取
り
組

み
。
15
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
８

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
約
60
人
が
参
加
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
９
月
か
ら

約
４
カ
月
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活

動
と
な
っ
た
が
、
学
生
た
ち
は
仲
間

と
協
力
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
、
新
規
事
業
の
提
案
、
商

品
開
発
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
と
ク
リ
ッ
プ
の
販

売
に
協
力
し
た
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
ａ
ｂ

ｏ
チ
ー
ム
（
㈱
松
本
製
作
所
、
㈲
シ

ブ
ヤ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ナ
ー
㈱
の
３
社

合
同
体
）。
扱
っ
た
の
は
松
本
製
作

所
が
開
発
し
た
商
品
で
、
ク
リ
ッ
プ

に
は
芳
香
チ
ッ
プ
が
入
っ
て
お
り
、

マ
ス
ク
に
好
き
な
香
り
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
販
売
価
格
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
と
価
格
の
提
案
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
認
知
度
向

上
に
取
り
組
み
、
12
月
中
の
販
売
目

標
５
０
０
個
に
対
し
、
約
２
５
０

個
を
売
り
上
げ
、「
チ
ー
ム
活
動
で

は
、
個
々
の
積
極
性
が
重
要
」
だ
と

学
ん
だ
。

　
神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友
会
か

ら
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
チ
ー
ム
は

「
中
小
企
業
の
魅
力
発
信
」
を
目
的

に
活
動
し
た
。
協
力
企
業
27
社
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
「
か
な
が
わ
Ｊ
ｏ
ｂ
ｗ
ａ
ｙ
」
で

公
開
。
同
時
に
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で

の
広
報
も
行
い
、「
視
聴
者
が
興
味

を
持
つ
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を

生
か
し
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
的
な
動
画
を

載
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

活
動
を
通
し
て
、
中
小
企
業
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で

最
終
成
果
披
露

　
グ
ル
ー
プ
で
研
究
や
開
発
に

取
り
組
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
３
年
次
の
必
修
科
目
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
終
発
表
会

が
12
月
19
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
、
27
チ
ー
ム
が
活
動
の

成
果
を
発
表
し
た
。

　
佐
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
向
上
を
目
指

し
た
。
作
製
し
た
の
は
、
レ
ゲ

エ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
し

た
パ
ー
カ
。
一
見
す
る
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
す
る
商
品
と
は
分
か

ら
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
、「
文
字

や
イ
ラ
ス
ト
か
ら
、
何
が
書
か

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て

も
ら
う
、
逆
認
知
を
狙
っ
た
」

と
意
図
を
説
明
す
る
。
三
好
輝

来
さ
ん
は
「
活
動
を
通
し
て
、

一
つ
一
つ
の
行
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
と

な
っ
た
が
、
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
能
力
が
身
に
つ
い

た
」
と
話
し
た
。

　
吉
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
画

像
認
識
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
専
修
大
学
案
内

ア
プ
リ
」
な
ど
最
新
技
術
を
用

い
た
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

し
た
。

　
小
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
企

業
と
連
携
し
て
新
商
品
の
開
発

に
取
り
組
み
、
考
案
し
た
着
せ

替
え
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
が
４
月

ご
ろ
発
売
の
予
定
だ
。
林
恭
史

さ
ん
は
「
企
画
、
開
発
、
販
売

と
い
っ
た
一
通
り
の
プ
ロ
セ
ス

を
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
貢

献
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
行
っ
た
学
生
を

表
彰
す
る
第
21
回
育
友
会
奨
励

賞
の
表
彰
式
が
12
月
12
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

個
人
６
人
と
１
団
体
に
新
澤
千

佳
子
育
友
会
長
か
ら
賞
状
と
奨

励
金
が
授
与
さ
れ
た
。

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
式

の
様
子
は
育
友
会
役
員
に
ウ
ェ

ブ
で
配
信
。
一
部
の
受
賞
者
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　
団
体
の
部
で
受
賞
し
た
体
育

会
カ
ヌ
ー
部
は
、
昨
年
の
全
日

本
学
生
選
手
権
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

２
０
０
㍍
で
優
勝
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
し
た
代
表
の
大
久
保

泰
成
さ
ん
（
商
４
）
は
「
何
を

す
れ
ば
勝
て
る
か
模
索
し
続
け

た
。
優
勝
は
支
え
て
く
れ
た
人

た
ち
の
お
か
げ
。
奨
励
金
は
新

し
い
船
の
調
達
や
修
理
に
充
て

た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
笹
森
貴
哉
さ
ん
（
文
３
）
は

小
説
で
自
己
研
鑽
を
重
ね
て
い

る
。「
書
く
こ
と
で
、
小
説
の

読
み
方
も
深
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
育
友
会
奨
励
賞
は
学
生
生
活

を
支
援
し
よ
う
と
育
友
会
が
設

け
て
お
り
、
学
生
が
自
ら
の
創

造
的
な
取
り
組
み
や
成
果
を
３

５
０
０
文
字
以
上
に
ま
と
め
て

応
募
す
る
。
今
年
度
は
14
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。

　
入
賞
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

【
個
人
】
梅
村
直
希
（
経
済

４
）「
素
人
か
ら
２
年
で
プ
ロ

格
闘
家
に
な
る
ま
で
の
軌
跡
〜

東
南
ア
ジ
ア
で
の
生
活
を
通
じ

て
〜
」
▽
吉
村
咲
千
賀
（
法

２
）「
専
修
大
学
軟
式
野
球
部

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
　
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
し
て
〜
専
修
大
学
二
部

部
活
か
ら
一
部
サ
ー
ク
ル
へ

〜
」
▽
石
川
雄
也
（
経
営
３
）

「
断
る
理
由
が
な
い
無
償
の
価

値
」
▽
小
山
田
興
雅
凱
（
商

４
）「
日
本
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
明
る
い
未
来
を
創
る
」
▽

笹
森
貴
哉
（
文
３
）「
小
説
を

『
書
く
』
こ
と
へ
の
挑
戦
と
そ

の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
」
▽

佐
伯
響
子
（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

「
私
の
存
在
意
義
〜
ド
ラ
コ
ン

へ
の
道
〜
」

【
団
体
】
体
育
会
カ
ヌ
ー
部

「
悲
願
の
日
本
一
〜
全
日
本
学

生
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権

24
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

〜
」

　
現
代
ア
フ
リ
カ
経
済
を
テ
ー

マ
と
す
る
経
済
学
部
・
傅
凱
儀

ゼ
ミ
が
12
月
19
日
、
他
大
学
の

２
ゼ
ミ
と
の
合
同
イ
ン
タ
ー
ゼ

ミ
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
い

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講

演
や
ゼ
ミ
生
同
士
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
国
際
経
済

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
東
洋
大
・

坪
田
建
明
ゼ
ミ
、
共
立
女
子
大

・
岡
部
正
義
ゼ
ミ
。
い
ず
れ
も

国
際
経
済
を
専
門
と
し
て
お

り
、
他
大
学
の
学
生
と
交
流
す

る
こ
と
で
見
識
を
深
め
よ
う
と

合
同
ゼ
ミ
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
味
の
素
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
現

地
法
人
取
締
役
を
務
め
た
小
林

健
一
氏
が
「
国
際
的
に
活
躍
す

る
人
材
像
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
日
本
と
海
外
の
文
化
や
考

え
方
な
ど
の
違
い
を
明
快
に
語

っ
た
。
参
加
学
生
は
熱
心
に
聴

き
、
終
了
後
は
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
貿
易

投
資
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ゲ
ー
ム
形

式
で
学
ん
だ
。
初
顔
合
わ
せ
の

他
大
学
の
ゼ
ミ
生
と
も
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、ゲ
ー
ム
を
進
め
た
。

　
傅
准
教
授
は
「
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
が
中
心

だ
っ
た
が
、
学
生
の
人
間
力
を

育
て
た
い
と
、
制
限
の
あ
る
中

で
も
学
生
同
士
が
協
働
し
て
共

に
学
べ
る
場
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
。
学
生
た
ち
の
意
欲
と
実

行
力
に
教
え
が
い
を
感
じ
た
」

と
語
っ
た
。

　
企
画
や
準
備
は
ゼ
ミ
生
が
中

心
と
な
っ
て
行
い
、
鈴
木
理
奈

さ
ん
（
３
年
次
）
は
「
特
に
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
者
に
も
対
面
と

同
じ
よ
う
な
つ
な
が
り
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
意
識
し

た
」
と
言
う
。「
当
日
ま
で
他

大
学
の
学
生
と
会
え
な
か
っ
た

が
、
そ
の
分
リ
モ
ー
ト
会
議
を

綿
密
に
行
い
準
備
に
励
ん
だ
」

と
鴨
志
田
友
香
さ
ん
（
３
年

次
）
。
松
崎
颯
太
さ
ん
（
３
年

次
）
も
「
リ
モ
ー
ト
で
感
染
対

策
や
企
画
を
考
え
る
な
ど
入
念

な
準
備
を
行
っ
た
結
果
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
た
。

　
経
営
戦
略
に
つ
い
て
学
ぶ
商

学
部
・
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ
の
３
年

次
生
４
人
が
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
最
大
手
の
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

の
協
力
を
得
て
同
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
挑
戦
し

た
。
12
月
22
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
最
終
報
告
会
を
開
き
、
担
当

者
に
向
け
て
二
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　
庄
司
春
香
さ
ん
と
山
田
舞
さ

ん
は
、
働
く
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
健
康
美
を
意
識
し
た
弁

当
の
販
売
を
提
案
し
た
。
回
転

率
や
廃
棄
の
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ

チ
ン
で
調
理
し
た
食
材
を
各
店

舗
で
容
器
に
詰
め
る
ア
イ
デ
ア

を
盛
り
込
ん
だ
。
２
人
は
「
街

頭
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
大

変
だ
っ
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
提
案

の
説
得
力
が
高
ま
り
、
中
間
報

告
会
の
と
き
よ
り
も
質
の
高
い

発
表
が
で
き
た
」
と
手
応
え
を

語
っ
た
。

　
岸
田
彩
里
さ
ん
と
藤
沢
実
穂

さ
ん
は
調
剤
業
務
に
着
目
し
、

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
新
た

な
販
売
モ
デ
ル
を
提
案
。
顧
客

の
利
便
性
向
上
や
薬
剤
師
人
材

の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
服

薬
指
導
な
ど
、
だ
れ
も
が
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
も
考
え
た
。

ゼ
ミ
長
の
岸
田
さ
ん
は
「
未
知

の
業
界
に
つ
い
て
調
べ
、
知
る

こ
と
は
楽
し
い
。
元
々
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
関
心
が
あ
っ
た
が
、

今
回
の
学
び
を
通
じ
て

さ
ら
に
関
心
が
深
ま
り

視
野
も
広
が
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

　
髙
橋
教
授
は
最
終
報

告
会
を
振
り
返
り
「
各

自
努
力
を
重
ね
、
良
い

提
案
を
し
て
く
れ
た
。

苦
労
し
な
が
ら
一
つ
の

物
事
を
や
り
遂
げ
た
自

信
を
、
今
後
の
ゼ
ミ
活

動
や
卒
論
執
筆
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
総
括

し
た
。

インスタグラムでの広報活動を説明するＩＣＥＬａｂｏチーム

学
生
・
教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

文
・
植
村
ゼ
ミ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
意
識
と
課
題
」

　
文
学
部
・
川
上
隆
志
ゼ
ミ
が

年
１
回
発
行
し
て
い
る
雑
誌

『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
の
最
新
号
が
完

成
し
た

写
真
。

　
今
号
で
は
「
私
た
ち
の
視
点

か
ら
見
た
世
の
中
を
伝
え
る
」

こ
と
を
軸
に
し
て
雑
誌
を
制

作
。「『
災
』
前
に
、
進
む
」
と

題
し
た
特
集
で
は
、
震
災
・
病

災
・
人
災
の
三
つ
の
「
災
」
に

焦
点
を
当
て
、
メ
ン
バ
ー
独
自

の
切
り
口
で
掘
り
下
げ
た
。
編

集
長
を
務
め
た
勝
倉
拓
都
さ
ん

（
３
年
次
）
は
「
災
害
で
学
ん

だ
も
の
や
得
た
も
の
を
伝
え
る

こ
と
で
、
読
者
に
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
特
集
に
込
め
た
思
い
を
語

る
。

　『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
は
、
元
編
集

者
で
あ
る
川
上
教
授
の
指
導
の

も
と
、
企
画
か
ら
制
作
ま
で
す

べ
て
の
工
程
を
ゼ
ミ
生
が
手
掛

け
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
年
度
は
、
対
面
取

材
は
も
と
よ
り
ゼ
ミ
生
同
士
の

編
集
会
議
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い

な
ど
、
例
年
に
は
な
い
難
し
さ

も
あ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ー
ル
を
活
用
し
て
意
思
疎
通
を

図
り
な
が
ら
刊
行
に
こ
ぎ
着
け

た
。

　
勝
倉
さ
ん
は
「
苦
労
は
多
か

っ
た
が
、
柔
軟
な
対
応
力
が
身

に
つ
い
た
。
雑
誌
制
作
を
き
っ

か
け
に
未
曽
有
の
事
態
を
見
つ

め
直
し
、
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
な
収
穫
」
と
話
し

た
。

　
希
望
者
はkawatakazemi@

gmail.com

へ
。

文・川上ゼミ

『ＳＨＯＷ』15号刊行 ネ
ッ
ト
情
報
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

同
友
会
チ
ー
ム
は
公
開
中
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
紹
介

専
修
大
学
案
内
ア
プ
リ
の

機
能
を
解
説
す
る
吉
田
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

佐
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

作
製
し
た
パ
ー
カ

国際経済の見識深める

２大学と合同ゼミ

小
林
氏
の
講
演
を
熱
心
に
聴
講

す
る
３
大
学
の
学
生
た
ち

商・成岡ゼミ × 経営・宮川ゼミ

合同発表会を開催

「
働
き
が
い
」
に
つ
い
て
発
表
す

る
成
岡
ゼ
ミ
の
２
年
次
生
チ
ー

ム
（
左
か
ら
山
岸
さ
ん
、
川
原

さ
ん
、
小
沼
さ
ん
）

経済・傅ゼミ

　
経
営
学
部
・
目
黒
良
門
ゼ
ミ

生
が
、（
一
財
）
学
生
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
学
生
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
努
力
賞
を
受
賞
し
た
。
同
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
独
創
性
や
市
場

性
、
社
会
性
な
ど
の
観
点
で
審

査
を
行
い
、
優
れ
た
プ
ラ
ン
を

選
出
す
る
。
18
回
目
を
数
え
る

今
回
は
、
全
国
か
ら
１
６
０
件

以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
努
力
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、

樋
口
丈
也
さ
ん
、
坂
本
菜
奈
さ

ん
、
保
住
紗
英
さ
ん
、
吉
田

菜
々
美
さ
ん
、
水
野
千
尋
さ
ん

（
い
ず
れ
も
３
年
次
）
の
チ
ー

ム
。

　
店
舗
が
抱
え
る
廃
棄
間
近
な

商
品
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
発
信

し
、
割
引
価
格
で
販
売
す
る
プ

ラ
ン
を
考
案
し
た
。
位
置
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
セ
ッ
ト
割

引
の
導
入
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
ア
イ

デ
ア
も
盛
り
込
ん
だ
。
食
品
ロ

ス
の
防
止
を
目
指
す
と
と
も

に
、
収
益
の
一
部
を
子
ど
も
食

堂
に
寄
付
し
貧
困
問
題
対
策
に

も
役
立
て
る
。

　
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

は
初
め
て
の
挑
戦
と
な
っ
た
。

目
黒
教
授
や
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

経
験
を
持
つ
ゼ
ミ
の
先
輩
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
理

想
と
実
現
可
能
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
作
り

上
げ
た
。

　
ゼ
ミ
長
の
樋
口
さ
ん
は
活
動

を
振
り
返
り
、「
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
が
作
ら
れ
利
益
に
つ
な
が

る
ま
で
の
仕
組
み
を
理
解
し
、

社
会
に
対
し
て
新
し
い
視
点
を

持
て
た
」
と
手
応
え
を
述
べ

た
。

経
営
・
目
黒
ゼ
ミ

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
努
力
賞

食
品
ロ
ス
防
止
プ
ラ
ン
考
案

前列左から吉田さん、樋口さん、水野さん。

後列左から保住さん、坂本さん

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
新
規
事
業
を
提
案

商・髙
橋
義
仁
ゼ
ミ

弁当チームが作成した商品イメージのイラスト

６
個
人

１
団
体
が
受
賞

新
澤
育
友
会
長（
右
か
ら
２
人

目
）、
佐
々
木
重
人
学
長（
左
端
）

と
受
賞
者
ら 第

21
回
育
友
会
奨
励
賞

　各学部のゼミナール（ネットワーク情報学部はプロジェク　各学部のゼミナール（ネットワーク情報学部はプロジェク
ト）では、少人数教育で専門の知識や技術を習得し、学習成ト）では、少人数教育で専門の知識や技術を習得し、学習成
果を学内外で発表している。コロナ禍でもオンラインを活用果を学内外で発表している。コロナ禍でもオンラインを活用
し、指導の教員や仲間たちと密接なコミュニケーションを取し、指導の教員や仲間たちと密接なコミュニケーションを取
りながら、成果を残した各ゼミの活動を紹介する。りながら、成果を残した各ゼミの活動を紹介する。

学びの成果
学内外で発信


